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は じ め に 

  

 この統計は、当消防本部が管轄する伊万里市及び有田町におけ

る火災・救急・救助の出動に関する状況を収録し、消防行政を広く

一般に紹介するとともに、合理的な運営資料とするために編集し

たものです。 

 統計資料は、令和２年１月１日から令和２年１２月３１日まで

の１年間の状況を示しています。 

 本統計により、消防行政に対する御理解を賜り、地域防災の推 

進に活用していただければ幸いです。 
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目  次 

統計の概要（火災・救急・救助） ・・・１～３ 

 

第Ⅰ章 火 災  

第Ⅰ - １表 火災概要と前年比較 ・・・  ４ 

第Ⅰ - ２表 地区別火災発生状況 ・・・  ５ 

第Ⅰ - ３表 地区別月別火災発生状況 ・・・  ６ 

第Ⅰ - ４表 月別・曜日別火災発生状況 ・・・  ７ 

第Ⅰ - ５表 時刻別火災発生状況 ・・・  ８ 

第Ⅰ - ６表 建物用途別火災発生状況 ・・・  ９ 

第Ⅰ - ７表 出火原因別火災発生状況 ・・・ １０ 

第Ⅰ - ８表 出火原因別火災発生状況（過去５年間） ・・・ １１ 

第Ⅰ - ９表 伊万里市における過去１０年間の火災発生状況 ・・・ １２ 

第Ⅰ-１０表 有田町における過去１０年間の火災発生状況 ・・・ １３ 

     

第Ⅱ章 救急  

第Ⅱ - １表 救急出動件数・搬送人員 ・・・ １４ 

第Ⅱ - ２表 各町（地区）別救急出動件数・搬送人員 ・・・ １５ 

第Ⅱ - ３表 救急出動件数及び搬送人員の推移 ・・・ １６ 

第Ⅱ - ４表 年齢区分別・事故種別搬送人員 ・・・ １７ 

第Ⅱ - ５表 出動指令から現場到着までの所要時間 ・・・ １７ 

第Ⅱ - ６表 出動指令から医療機関収容までの所要時間 ・・・ １７ 

第Ⅱ - ７表 事故種別・傷病程度及び性別搬送人員の状況 ・・・ １８ 

第Ⅱ - ８表 急病に係る疾病分類別・傷病程度別搬送状況 ・・・ １８ 

第Ⅱ - ９表 救急隊員が行った応急処置等の状況 ・・・ １９ 

 

第Ⅲ章 救助  

第Ⅲ - １表 地区別種別救助出動件数 ・・・ ２０ 

第Ⅲ - ２表 地区別種別救助人員 ・・・ ２０ 

第Ⅲ - ３表 救助活動の状況（過去５年間） ・・・ ２１ 



1 

 

火 災 

火災の現況 

令和２年中の管内における火災発生件数は、伊万里市３０件（２５件）、  

有田町９件（１２件）の合計３９件（３７件）で、前年より２件の増加となりま

した。 

※（ ）内の数字は、前年（令和元年中）の数字を表します。 

 

１ 発生状況 

火災種別の内訳は、建物火災２０件（１４件）、その他の火災１０件  

（１１件）、林野火災５件（８件）、車両火災４件（４件）となっています。 

   

２ 出火原因 

   出火原因別では、火入れが１０件と最も多く、次いでごみ焼き５件、配線

器具３件、石油バーナー２件などとなっています。 

  

３ 損害額 

   火災による損害額は１５８，２１９千円（１９５，９００千円）で、前年

と比較し３７，６８１千円の減少となりました。 

 

４ 建物焼損状況及び焼損程度 

   建物火災の件数は２０件（１４件）で、焼損棟数は３０棟（１５棟）、焼

損面積は２，４７６㎡（２，２０４㎡）で、前年と比較し焼損棟数は１５棟

の増加、焼損面積は２７２㎡の増加となりました。 

     

５ り災世帯・り災人員 

   り災世帯数は２１世帯（１２世帯）、り災人員４７人（２５人）で前年と

比較し、り災世帯数は９世帯の増加、り災人員は２２人増加となりました。 

   

６ 死傷者の発生状況 

火災による死者は 2 人（２人）、負傷者は９人（４人）で前年と比較し、

死者は同数で、負傷者は５人増加しています。 

 

※表中にある火災種別、用途別、原因別は火災報告取扱要領の区分となります。 
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救 急 

救急の現況 

 消防機関の行う救急業務は昭和３８年に法制化され、伊万里市では昭和４１

年９月、有田町では昭和４６年１１月に救急業務を開始して以来、住民の生命・

身体を守る上で不可欠な業務として定着しています。当消防本部では、より質の

高い救急業務を実施するため救急症例検討会や地域医療機関での実習、毎月の

救急処置訓練などで救急隊員の知識、技術の向上を図っています。そのような中、

昨年から流行しております新型コロナウイルス感染症への対応は危機管理上重

大な課題であるとの認識の下、状況を的確に把握し、この難局を乗り越えること

ができるよう、関係機関と連携・協力して病院前救護体制の充実を図っています。 

※（ ）内の数字は、前年（令和元年中）の数字を表します。 

 

 １ 出動件数・搬送人員 

   令和 2 年中における救急出動件数は、3,270 件（3,469 件）、搬送人員

は 3,00６人（3,184 人）となり、出動件数で 199 件の減少、搬送人員で

17８人の減少となりました。これは新型コロナ感染症による市民の行動変

容で外出自粛などが影響したと考えられます。 

 

 ２ 事故種別 

   出動内容を種別でみると、急病によるものが 58.3％と全体の半数以上を

占め、次に転院搬送が 16.４％、一般負傷が 15.6％の順になっています。 

 

 ３ 年齢別 

   搬送された人の年齢別では、65 歳以上の高齢者の割合が 66.３％と最も

高くなっています。 

 

 ４ 傷病程度別 

   搬送人員を傷病程度別で区分すると、中等症が 53.2％、軽症が 27.2％、

重症が 17.5％、初診時死亡が 2.1％となっています。約 3 分の１が軽症で

あり、救急車の適正な利用が求められます。 

 

 ５ ドクターヘリ 

   重症で緊急性の高い傷病者を、三次救急医療機関（救命救急センター）な

どへ３４件搬送しました。【火災１件・交通事故２件・転院搬送４件・労働

災害８件・急病９件・一般負傷１０件】 
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救 助 

救助の現況 

 救助活動は、火災・交通事故・水難事故などの各種災害から豪雨等に伴う自然

災害、CBRNE（注１）災害などの特殊災害まで広範囲に及び、令和２年７月に

は豪雨で被災した熊本県に緊急消防援助隊佐賀県大隊として２隊７名が出動し、

４日間にわたり活動を行いました。 

これらの災害に迅速・的確に対応するため、各種救助資器材の計画的な更新整

備や救助に関する教育訓練体制の充実に努めています。 

また、令和３年３月には佐賀県防災航空隊が発足し、上空からの救助活動を

はじめ、救急患者の搬送等の救急活動、風水害や地震など大規模災害発

生時の情報収集及び物資の搬送など多方面に渡る活動が期待されます。 

※（ ）内の数字は、前年（令和元年中）の数字を表します。 

 

（注１）CBRNE（シーバーン）は化学（chemical）、生物（biological）、放射

性物質（radiological）、核（nuclear）、爆発物（explosive）の頭文字。 

 

 

１ 出動件数・救助人員 

令和２年中の救助出動件数は３４件（３０件）で、２５人（２８人）の要

救助者を救助しています。 

 

２ 事故種別 

救助出動における事故種別のうち、交通事故が 44.1％、その他の事故が

41.2％となっており、この２つが大部分を占めています。それ以外につい

ては水難事故が 5.9％、機械による事故が 5.9％、建物火災が 2.9％となっ

ています。 
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合 計 人口　       73,449人・ 世帯数　       31,302世帯

（件） 20 14 6

船 舶 （件） 0 0 0

車 両 （件） 4 4 0

林 野 （件） 5 8

2 0 2

5 6

第Ⅰ- 1表　火災概要と前年比較

（火災のうち爆発） （件） 0 0

航 空 機

1530

△ 3

（件）

0

0 0

火
　
災
　
種
　
別

建 物

0

15

2火 災 発 生 件 数 （件） 39 37

（△は減）

　　　　　　　　　　年別
        区分

令和2年
（　A　）

令和元年
（　B　）

増減
（A－B）

り 災 世 帯

り 災 人 員

死
傷
者

死 者

負 傷 者

（棟）

△ 1そ の 他 （件） 10 11

焼 損 棟 数

ぼ　　　　　や （棟） 11 5 6

部　　分　　焼 （棟） 6 5 1

半　　　　　焼 （棟）

9 4 5

（人） 2 2 0

（人） 47 25 22

3.1 0.2

林 野 焼 損 面 積 （a） 12 36 △ 24

焼
損
面
積

6建 物 焼 損 表 面 積 （㎡） 40 34

建 物 焼 損 床 面 積 （㎡） 2,476 2,204 272

（件）

※出火率・・・人口１万人あたりの出火件数（火災発生件数÷人口×１０，０００）

※伊万里市、有田町の人口・世帯数は令和３年１月１日現在

１ 世 帯 当 り 損 害 額 （円） 5,055 6,262 △ 1207

伊 万 里 市

有 田 町

人口　       53,948人・ 世帯数　       23,493世帯

人口　       19,501人・

損
　
害
　
額

損 害 額 （千円） 158,219 195,900

１ 人 当 り 損 害 額 （円） 2,154

                    令和元年　全国2.96件　佐賀県3.68件

（世帯） 21

全　　　　　焼 （棟） 11

12 9

（人）

世帯数　         7,809世帯

△ 37,681

※ 出 火 率 （件） 5.3 4.9 0.4

2,633 △ 479

月 平 均 損 害 額 （千円） 13,185 16,325 △ 3140

月 平 均 火 災 発 生 件 数 3.3
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　第Ⅰ-２表　地区別火災発生状況

船

舶

航
空
機

車

両

林

野

そ
の
他

爆

発

伊万里 2 1 1 4 2 3 8 20 275 30 1 2 20,217

牧島 1 1 2 12

大坪 1 1 1 1 1 2 160 10 1 2,932

立花 1 1 1 9 1,570

大川内 1 1 1

黒川 1 2 3 1 1 2 4 268 2 1 5,992

波多津 1 1 2 1 1 1 3 415 10 6,008

南波多

大川 1 1 1 3 1 1 1 1 130 1 1 1 2,852

松浦 2 1 2 5 2 1 2 4 304

二里 3 1 1 5 3 2 4 708 3 2 106,681

東山代 1 1 1 5 124

山代 2 2 1 115

有田東 4 1 5 4 2 5 2 155

有田西 3 1 4 3 3 3 6 502 10 1 11,269

その他管外

合　計 20 4 5 10 39 20 10 21 47 2,476 40 12 29 2 9 158,219

り
災
人
員

死

者

負
傷
者

損
害
額

(

千
円

)

火災件数 焼損棟数 焼損面積

建

物
計

屋　外

林

野
(a)

焼
損
床
面
積
(㎡)

焼
損
表
面
積
(㎡)

火
　
元

類
　
焼

り
災
世
帯
数

そ
の
他
(a)

火災種別

地区別
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第Ⅰ-３表　地区別月別火災発生状況

伊万里 1 1 2 4

牧島 1 1 2

大坪 1 1

立花 1 1

大川内 1 1

黒川 1 2 3

波多津 1 1 2

南波多

大川 1 1 1 3

松浦 3 1 1 5

二里 1 1 2 1 5

東山代 1 1

山代 1 1 2

有田東 2 1 1 1 5

有田西 1 1 1 1 4

その他管外

合　計 2 1 6 7 7 5 1 1 1 4 4 39

５月１月 ２月 ３月 ４月 ６月 ７月 １２月
合
計

８月 ９月 １０月 １１月
月

地区別
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第Ⅰ-４表　月別・曜日別火災発生状況

船

舶

航
空
機

車

両

林

野

そ
の
他

爆

発

1月 2 2 185 1 8,980

2月 1 1 29 678

3月 3 1 2 6 451 10 1 1 1 8,833

4月 4 1 2 7 1,300 1 1 1 116,122

5月 3 1 1 2 7 272 10 13 4 6,362

6月 2 1 2 5 220 30 10 1 14,189

7月 1 1

8月

9月 1 1 1

10月 1 1

11月 1 1 2 4 4 1 93

12月 2 2 4 19 2 2,961

20 4 5 10 39 2,476 40 12 29 2 9 158,219

日曜日 2 1 4 7 420 3 1 6,142

月曜日 2 1 3 4 2 450

火曜日 4 2 6 428 10 1 2 8,924

水曜日 3 1 1 2 7 515 30 11 1 21,356

木曜日 6 1 2 9 737 10 13 1 107,358

金曜日 1 1 130 2,847

土曜日 2 1 1 2 6 242 1 2 2 2 11,142

不明

20 4 5 10 39 2,476 40 12 29 2 9 158,219合　計

曜
日
別

月

別

合　計

焼損面積

焼
損
床
面
積
(㎡)

焼
損
表
面
積
(㎡)

そ
の
他
(a)

屋　外

林

野
(a)

計

火災件数

死

者

負
傷
者

損
害
額

(

千
円

)

建

物

火災種別

月・曜日別
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第Ⅰ-5表　時刻別火災発生状況

船

舶

航
空
機

車

両

林

野

そ
の
他

爆

発

００－０１ 2 2

０１－０２ 1 1

０２－０３

０３－０４

０４－０５

０５－０６

０６－０７ 1 1

０７－０８ 1 1

０８－０９

０９－１０ 1 1 2

１０－１１ 2 2

１１－１２ 1 2 3

１２－１３ 1 1 2

１３－１４ 2 3 1 6

１４－１５ 1 1 1 3

１５－１６ 2 2

１６－１７ 2 2

１７－１８ 2 1 3

１８－１９ 1 1

１９－２０ 1 1

２０－２１ 2 2

２１－２２ 1 1

２２－２３ 2 2

２３－２４ 1 1

不明 1 1

合　計 20 4 5 10 39

火災件数

建

物
計

屋　外
火災種別

時刻別
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第Ⅰ-６表　建物用途別火災発生状況

全
　
焼

半
　
焼

部
分
焼

ぼ
　
や

計
全
　
焼

半
　
焼

部
分
焼

ぼ
　
や

計

住宅 10 5 2 3 10 1 1 1 5 8

併用住宅

共同住宅 1 1 1

劇場

公会堂

キャバレー

遊技場

性風俗

カラオケボックス等

料理店

飲食店 1 1 1

物品販売店舗

旅館

病院

グループホーム等

社会福祉施設

幼稚園

学校

図書館

特殊浴場

公衆浴場

停車場

神社・寺院

工場 1 1 1

スタジオ

駐車場

航空機格納庫

倉庫 4 4 4 1 1 2

事務所等 3 1 2 3

複合用途（特定）

複合用途（非特定）

地下街

準地下街

文化財

その他

計 20 10 4 6 20 1 2 2 5 10

火　元 類　焼
火
災
件
数

焼損棟数火災種別

用途別
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第Ⅰ-７表　出火原因別火災発生状況

船

舶

航
空
機

車

両

林

野

そ
の
他

爆

発

たばこ

こんろ 1 1

かまど

風呂かまど 1 1

炉 1 1

焼却炉

ストーブ 1 1

こたつ

ボイラー

煙突・煙道

排気管

電気機器 1 1

電気装置 1 1

電灯・電話等の配線

内燃機関 1 1

配線器具 2 1 3

火あそび

マッチ・ライター 1 1

たき火

溶接機・切断機

灯火

衝突の火花

取灰

火入れ 1 2 7 10

放火

放火の疑い 1 1

その他 6 3 1 10

不明・調査中 5 2 7

合　計 20 4 5 10 39

火災件数

建

物
計

※その他10件の内訳　【ごみ焼き5件、石油バーナー2件、炭火1件、自然発火１件、落雷1件】

屋　外
火災種別

原因別
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第Ⅰ-８表　出火原因別火災発生状況（過去５年間）

たばこ 2 1 3

こんろ 4 2 2 4 1 13

かまど 2 2

風呂かまど 1 1

炉 1 1

焼却炉 2 1 3

ストーブ 1 1 1 3

こたつ 1 1

ボイラー

煙突・煙道

排気管 1 1 2

電気機器 1 1

電気装置 1 1 2

電灯・電話等の配線 4 3 3 4 14

内燃機関 1 1 2

配線器具 1 3 4

火あそび

マッチ・ライター 1 1 1 3

たき火

溶接機・切断機 2 2 4

灯火

衝突の火花

取灰 1 1

火入れ 3 7 8 9 10 37

放火 2 1 3

放火の疑い 1 1 1 3

その他 1 9 17 14 10 51

不明・調査中 4 6 3 4 7 24

合　計 23 38 41 37 39 178

平成２９年 平成30年 令和元年 合　計平成２８年 令和2年

年

原因別
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平成２３年 平成２４年 平成２5年 平成２６年 平成27年 平成2８年 平成29年 平成３０年 令和元年 令和２年 平　　均

（件） 19 11 12 22 13 15 32 29 25 30 20.8

（火災のうち爆発） （件） 1 0 0 2 0 0 0 1 0 0 0.4

建 物 （件） 6 7 7 14 5 10 15 14 9 13 10.0

林 野 （件） 1 1 0 1 2 1 6 4 6 4 2.6

車 両 （件） 2 1 1 2 2 0 1 1 2 3 1.5

船 舶 （件） 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0.2

航 空 機 （件） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

そ の 他 （件） 10 2 4 4 4 3 10 10 8 10 6.5

（棟） 8 8 10 21 6 12 21 18 9 20 13.3

全 焼 （棟） 4 4 4 3 2 3 7 5 2 7 4.1

半 焼 （棟） 0 1 1 1 0 0 2 1 0 2 0.8

部 分 焼 （棟） 1 1 0 7 2 3 6 3 4 5 3.2

ぼ や （棟） 3 2 5 10 2 6 6 9 3 6 5.2

（世帯） 5 3 8 17 3 8 15 9 6 16 9.0

（人） 18 15 24 43 13 32 33 17 9 36 24.0

死 者 （人） 1 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0.4

負 傷 者 （人） 2 1 1 5 3 7 5 9 2 7 4.2

建 物 焼 損 床 面 積 （㎡） 166 994 823 545 73 856 1,304 692 1,094 1,974 852.1

建 物 焼 損 表 面 積 （㎡） 0 2 1 326 0 58 109 77 29 40 64.2

林 野 焼 損 面 積 （ａ） 1 6 0 4 6 6 108 15 29 2 17.7

（件） 1.58 0.92 1.00 1.83 1.08 1.25 2.67 2.42 2.08 2.50 1.7

（件） 3.3 1.9 2.1 3.9 2.3 2.7 5.7 5.3 4.5 5.6 3.7

損 害 額 （千円） 7,181 13,591 69,733 37,620 5,138 128,916 107,366 18,728 143,688 146,795 67,875.6

月 平 均 損 害 額 （千円） 598 1,133 5,811 3,135 428 10,743 8,947 1,561 11,974 12,233 5,656.3

１ 人 当 り 損 害 額 （円） 125 236 1,216 661 91 2,301 1,929 340 2,632 2,721 1,225.2

１ 世 帯 当 り 損 害 額 （円） 320 605 3,090 1,656 225 5,599 4,627 802 6,122 6,248 2,929.4

損
害
額

※出火率・・・人口１万人あたりの出火件数（火災件数÷人口×１０，０００）

出 火 率

月 平 均 発 生 件 数

焼
損
面
積

第Ⅰ－９表　伊万里市における過去１０年間の火災発生状況

火
　
災
　
種
　
別

区分／年

火 災 発 生 件 数

死
傷
者

焼 損 棟 数

り 災 世 帯

り 災 人 員
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平成２３年 平成２４年 平成２５年 平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年 令和元年 令和２年 平　　均

（件） 9 4 6 7 6 8 6 12 12 9 7.9

（火災のうち爆発） （件） 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0.1

建 物 （件） 7 2 3 3 3 4 2 3 5 7 3.9

林 野 （件） 1 0 0 2 0 0 0 2 2 1 0.8

車 両 （件） 0 1 0 0 0 0 2 0 2 1 0.6

船 舶 （件） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

航 空 機 （件） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

そ の 他 （件） 1 1 3 2 3 4 2 7 3 0 2.6

（棟） 7 2 3 6 3 6 2 3 6 10 4.8

全 焼 （棟） 2 1 0 3 1 3 1 0 3 4 1.8

半 焼 （棟） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

部 分 焼 （棟） 3 0 2 1 1 0 1 1 1 1 1.1

ぼ や （棟） 2 1 1 2 1 3 0 2 2 5 1.9

（世帯） 4 0 3 6 1 2 0 0 6 5 2.7

（人） 9 0 15 23 3 9 0 0 16 11 8.6

死 者 （人） 0 0 0 1 0 1 0 0 1 1 0.4

負 傷 者 （人） 1 0 0 3 2 1 1 0 2 2 1.2

建 物 焼 損 床 面 積 （㎡） 365 9 29 374 228 177 56 0 1,110 502 285.0

建 物 焼 損 表 面 積 （㎡） 2 0 0 0 1 0 0 2 5 0 1.0

林 野 焼 損 面 積 （ａ） 2 0 0 8 0 0 1 2 7 10 3.0

（件） 0.75 0.33 0.50 0.58 0.50 0.67 0.50 1.00 1.00 0.75 0.7

（件） 4.2 1.9 2.8 3.4 2.9 3.9 3.0 6.0 6.1 4.6 3.9

損 害 額 （千円） 20,125 4 2,391 46,732 8,496 2,213 447 952 52,212 11,424 14,499.6

月 平 均 損 害 額 （千円） 1,677 0.3 199 3,895 708 184 37 79 4,351 952 1,208.2

１ 人 当 り 損 害 額 （円） 940 0.2 133 2,243 409 108 22 47 2,635 586 712.3

１ 世 帯 当 り 損 害 額 （円） 2,623 1 310 6,056 1,096 284 57 122 6,683 1,463 1,869.5

焼 損 棟 数

第Ⅰ－１０表　有田町における過去１０年間の火災発生状況

区分／年

火 災 発 生 件 数

火
　
災
　
種
　
別

損
害
額

※出火率・・・人口１万人あたりの出火件数（火災件数÷人口×１０，０００）

り 災 世 帯

り 災 人 員
死
傷
者
焼
損
面
積

月 平 均 発 生 件 数

出 火 率
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第Ⅱ－１表　救急出動件数・搬送人員

Ａ＝出動件数　　　Ｂ＝搬送人員

月
区
分

Ａ ２ ２０ １ ５ ４３ １８８ ５９ ２ ３２０ ３０

Ｂ １７ １ ５ ４０ １７０ ５８ ２９１

Ａ １ ２１ ２ ３ ４２ ３ １５９ ５７ １ ２８９ ２１

Ｂ ２０ ２ ３ ４０ ２ １４４ ５７ ２６８

Ａ ４ ２４ ３ ４０ １ ２ １５８ ５５ ２８７ ２４

Ｂ １ ２８ ３ ３６ １ ２ １４３ ５５ ２６９

Ａ ５ １０ ４ ３６ １３４ ２６ １ ２１６ ２７

Ｂ ８ ４ ３５ １１５ ２５ １ １８８

Ａ ３ ５ ３ １ ４５ １ ２ １３２ ３５ １ ２２８ ２１

Ｂ ２ ６ ３ １ ３８ １ １２２ ３５ ２０８

Ａ １ ２１ ３ ４１ ２ １ １４３ ４０ １ ２５３ １４

Ｂ １ １９ ３ ３８ ２ １３７ ４０ ２４０

Ａ １３ ４ １ ４１ １ ２ １５７ ２５ １ ２４５ ２２

Ｂ １１ ４ １ ３８ １ １ １４２ ２５ ２２３

Ａ １３ ２ ８ ３６ １ １８６ ３６ １ ２８３ １７

Ｂ １５ ２ ８ ３５ １ １７２ ３６ ２６９

Ａ １ １６ ６ １ ５５ １５６ ５４ １ ２９０ ２５

Ｂ １６ ６ １ ５６ １３５ ５４ １ ２６９

Ａ １６ ５ ２ ４４ ６ １５９ ５２ ２ ２８６ ２５

Ｂ １４ ４ ２ ４４ ４ １４２ ５２ ２６２

Ａ ２ １９ ２ １ ３０ ２ ２ １５５ ４４ ２５７ ２１

Ｂ １ １８ ２ １ ２９ ２ １ １４１ ４４ ２３９

Ａ ２ １６ １ ２ ５７ １ １８１ ５６ ３１６ ３８

Ｂ １３ １ ２ ５２ １ １５５ ５６ ２８０

Ａ １９ ０ ２ １９４ ３６ ２４ ５１０ ８ １９ １,９０８ ５３９ ０ ０ １１ ３,２７０ ２８５

Ｂ ４ ０ １ １８５ ３５ ２４ ４８１ ８ １１ １,７１８ ５３７ ２ ３,００６

※総件数（総搬送人員）に対する種別ごとの割合（％）

0.58% 0.00% 0.06% 5.93% 1.10% 0.73% 15.60% 0.24% 0.58% 58.36% 16.48% 0.00% 0.00% 0.34% 100%

0.13% 0.00% 0.03% 6.15% 1.16% 0.80% 16.00% 0.27% 0.37% 57.16% 17.86% 0.07% 100%

（注）　その他の項のその他は酩酊・通常分娩等

「不搬送」は、出動件数の内数とする。
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9
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合計 
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第Ⅱ－２表　各町（地区）別救急出動件数・搬送人員

Ａ＝出動件数　　　Ｂ＝搬送人員

Ａ ２ １２ ２ ３９ ２ １３３ ２６ ２１６

Ｂ １ １４ ２ ３５ １ １１６ ２６ １９５

Ａ ２ １４ １ １ ５３ ３ １ ７５

Ｂ ２ １２ １ ５１ ３ ６９

Ａ １ １０ ３ １ ４３ ２ １４８ ２ ２ ２１２

Ｂ １ ９ ３ １ ４１ １ １３０ ２ １８８

Ａ １ １ １９ ３ ４ ６８ ２ ２ ２５６ １４０ ２ ４９８

Ｂ １９ ３ ４ ６２ ２ １ ２３１ １４０ １ ４６３

Ａ ８ ３ ２２ ５１ ８４

Ｂ ９ ３ ２２ ４８ ８２

Ａ １ ９ ３ １ １０ １ ６４ ２７ １ １１７

Ｂ １ ６ ３ １ １０ １ ５８ ２７ １０７

Ａ １ ４ ２ ９ １ ４２ ２ ６１

Ｂ ３ ２ ７ １ ３８ ２ ５３

Ａ ７ ２０ １ ４９ ２ ７９

Ｂ ７ ２０ ４７ ２ ７６

Ａ ２ ５ ３ １８ １ ５５ ２ １ ８７

Ｂ １ ４ ２ １６ １ ４６ ２ ７２

Ａ ２ ６ ２ ２０ １ １ ４８ ８０

Ｂ ５ ２ ２０ １ １ ４３ ７２

Ａ ２ ３６ ３ ６ ３４ １ １ １７８ １１１ ３７２

Ｂ ３１ ３ ６ ３０ １ １５９ １１０ ３４０

Ａ １ １３ １ ４２ ３ １３５ ３２ ２２７

Ｂ １２ １ ４１ ２ １２２ ３１ ２０９

Ａ １ １６ ８ １ ３２ １ １ １５７ １０４ ３２１

Ｂ １７ ８ １ ３１ １ １ １４２ １０４ ３０５

Ａ １ ２１ ３ ５ ８７ １ １ ２９４ ２７ ２ ４４２

Ｂ １９ ３ ５ ８３ １ ２６３ ２７ ４０１

Ａ ４ １ ２６ ２ ４ ５２ ２ ２４５ ６１ ２ ３９９

Ｂ １ ２８ ２ ４ ５１ ２ ２２４ ６１ １ ３７４

Ａ １９ ０ ２ １９４ ３６ ２４ ５１０ ８ １９ １,９０８ ５３９ ０ ０ １１ ３,２７０

Ｂ ４ ０ １ １８５ ３５ ２４ ４８１ ８ １１ １,７１８ ５３７ ２ ３,００６

（注）　その他の項のその他は酩酊・通常分娩等

       「不搬送」は、出動件数の内数とする。
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出動件数 搬送人員

交通事故 労働災害 一般負傷 急  病 その他 管外搬送

平成27年 ３,４００ ２５２ ３８ ４９３ １,８９５ ７２２ ３,２３２ ７７９

平成28年 ３,４３２ ２３８ ２３ ４８２ １,９５６ ７３３ ３,２１４ ７９４

平成29年 ３,５３０ ２９１ ２６ ５２１ １,９１９ ７７３ ３,３０９ ８２９

平成30年 ３,５６２ ２３６ ４７ ５０８ ２,０１９ ７５２ ３,３２０ ８８２

令和元年 ３,４６９ ２４５ ２１ ５３５ １,８６７ ８０１ ３,１８４ ９２６

令和２年 ３,２７０ １９４ ３６ ５１０ １,９０８ ６２２ ３,００６ ９０１

総　計 ２０,６６３ １,４５６ １９１ ３,０４９ １１,５６４ ４,４０３ １９,２６５ ５,１１１

第Ⅱ－３表　救急出動件数及び搬送人員の推移　

　出動件数５年ごとの推移　　※　消防組合発足（平成26年）以前は旧消防本部

区分

年

2,445

2,609

2,489

2,152

2,295

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

令和2年

令和元年

平成27年

平成22年

平成17年

伊万里消防署

825

860

911

766

780

650 700 750 800 850 900 950

令和２年

令和元年

平成27年

平成22年

平成17年

有田消防署
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第Ⅱ－４表　年齢区分別・事故種別搬送人員

一日当たりの
出動件数

※転院搬送含む

平　均
現場到着時間の平均

１２０分以上 5 0.2 ％

平　均
病院到着時間の平均

8分36秒 39分12秒

9件

63.8 ％

２０分以上 39 1.4 ％
６０分以上

１２０分未満 212 8.7 ％

１０分以上
２０分未満 798 29.2 ％

３０分以上
６０分未満 1,561

2.2 ％

５分以上
１０分未満 1,721 63.0 ％

２０分以上
３０分未満 615 25.1 ％

３分以上
５分未満 151 5.5 ％

１０分以上
２０分未満 54

３分未満 22 0.9 ％ １０分未満 0 0.00 ％

救急出動件数 割合（％） 搬送人員

※　年齢区分
　１　新生児　生後２８日未満の者
　２　乳幼児　生後２８日以上満７歳未満の者
　３　少　年　満７歳以上満１８歳未満の者
　４　成　人　満１８歳以上満６５歳未満の者
　５　高齢者　満６５歳以上の者

第Ⅱ－５表　出動指令から現場到着までの
　　　　　　所要時間（転院搬送を除く）

第Ⅱ－６表　出動指令から医療機関収容まで
　　　　　　の所要時間（転院搬送を除く）

割合（％）

合 計 ３,００６ １,７１８ １８５ ４８１ ６２２

高齢者 １,９９３ １,１６４ ４７ ３７８ ４０４

成 人 ８２０ ４４５ １２２ ７７ １７６

少 年 ８３ ３７ １０ １２ ２４

搬 送 人 員 急 病 交 通 事 故 一 般 負 傷 その他（左記以外）

乳幼児 ９４ ７０ ６ １３ ５

新生児 １６ ２ ０ １ １３

事故種別
年齢別

救急出動
時間

搬送人員
時間
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第Ⅱ－７表　事故種別・傷病程度及び性別搬送人員の状況

第Ⅱ－８表　急病に係る疾病分類別・傷病程度別搬送状況

１４０ ６６ ３４ ３１５ ４２１ １,７１８合 計 １７９ １８２ １５９ １６０ ６２

０そ の 他

６９ ２３ ２ ９８ １６８ ４９２軽 症 １３ ２４ ３１ ２８ ３６

６８ ３８ １９ １７８ ２２６ ９３３中 等 症 ８０ ８６ １１２ １０６ ２０

重 症 ８３ ５２ １５ ２２ ６

死 亡 ３ ２０ １ ４

診

断

名

不

明

確

計

３ ５ １２ ２４ １７ ２３９

１ １５ １０ ５４

新

生

物

そ

の

他

２

合 計 ６２ ５２６ １,６００ ８１８ ０ ３,００６

そ の 他 ２

１,５２６ １,４８０

区 分

脳

疾

患

転 院 搬 送 ２ １７１ ３４２ ２２ ５３７

２

心

疾

患

等

消

化

器

系

呼

吸

器

系

精

神

系

感

覚

系

泌

尿

器

系

２６８ ２６９

自 然 災 害 ０

４ ３ １

水 難 事 故 １ １

火 災 ２ １ １

１

運 動 競 技 ２ ９ １３ ２４ １９ ５

加 害 １ ５ ２ ８ ４ ４

１１ ２ ９

労 働 災 害 ７ １９ ９ ３５

自 損 行 為 ３ １ ３ ４

３５

交 通 事 故 １ ８ ５７ １１９ １８５ １１０ ７５

一 般 負 傷 １ ９５ ２３１ １５４ ４８１ ２２０ ２６１

計 男 女

急 病 ５４ ２３９ ９３３ ４９２ １,７１８

死　亡 重　症 中等症 軽　症 その他

８６２ ８５６

傷病程度

事故種別
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第Ⅱ－９表　救急隊員が行った応急処置等の状況

　※気道確保には喉頭鏡等使用の異物除去を含む
　※その他の応急処置は体温測定、体位管理など上記項目に該当しないもの

合　計 ７,４００ ７８７ １,８５２ ２,４００ １２,４３９

その他の応急処置 １,４１７ １５２ ４０１ ５１３ ２,４８３

薬剤投与 １ １

血糖測定 ３５ ３５

ブドウ糖溶液投与 ３ ３

静脈路確保 ８ ８

除細動 ７ ７

うち気管挿管 １ １

うちラリンゲアルマスク等 １ １

うち喉頭鏡、鉗子等 ２ ２

うち経鼻エアウェイ ０

気道確保 ８３ １ ６ １１ １０１

心電図測定 １,３０９ ６８ １９３ ３１７ １,８８７

血中酸素飽和度測定 １,６４４ １７７ ４７２ ６１３ ２,９０６

心音・呼吸音聴取 ５５５ ７１ ６５ ９１ ７８２

血圧測定 １,５９８ １７１ ４６４ ５９４ ２,８２７

在宅療法継続 ３ １ ４

うち自動式心マッサージ器 ０

心肺蘇生 ６７ １ ５ ６ ７９

うち自動式心マッサージ器 ０

２２９

保　　　温 ６２ ３ １４ １７ ９６

胸骨圧迫 ０

人工呼吸 １５ ４ １９

５８

被　　　覆 ４ １３ ７５ １１ １０３

応
急
処
置
等
項
目

止　　　血 ７ ２ ４１ ８

固　　　定 １０ １１１ ７９

酸素吸入 ５７２ １７ ３７ １８５ ８１１

２９

応急処置等対象搬送人数 １,７１８ １８５ ４８１ ６２２ ３,００６

事故種別 急　　病 交通事故 一般負傷 その他 計
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第Ⅲ-1表　地区別種別救助出動件数

伊万里 1 2 3

牧島

大坪 1 1 2

立花 1 1

大川内 1 1 2 4

黒川 1 1

波多津 1 1

南波多 3 1 4

大川 1 1

松浦

二里 2 2

東山代 2 2 4

山代 1 1 2

有田東 1 1

有田西 2 1 4 7

1 1

1 15 2 2 14 34

第Ⅲ-2表　地区別種別救助人員

伊万里 1 1 2

牧島

大坪 1 1 2

立花 1 1

大川内 2 2

黒川

波多津 1 1

南波多 4 1 5

大川

松浦

二里

東山代 1 1 2

山代

有田東

有田西 1 1 7 9

1 1

1 8 2 14 25

有
田
町

事故種別 建
物
火
災

建
物
以
外
火
災

交
通
事
故

水
難
事
故

風
水
害
等
自
然
災
害

機
械
に
よ
る
事
故

建
物
等
に
よ
る
事
故

ガ
ス
及
び
酸
欠
事
故

破
裂
事
故

そ
の
他
の
事
故

合
計

 地区

伊
万
里
市

その他管外

計

事故種別 建
物
火
災

建
物
以
外
火
災

計

※その他管外の１件（１名）は有田消防署が出動したもの。

そ
の
他
の
事
故

合
計

 地区

伊
万
里
市

有
田
町

その他管外

水
難
事
故

風
水
害
等
自
然
災
害

機
械
に
よ
る
事
故

建
物
等
に
よ
る
事
故

ガ
ス
及
び
酸
欠
事
故

破
裂
事
故

交
通
事
故
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第Ⅲ-3表　救助活動の状況（過去５年間）

年

地区 伊
万
里

有
　
田

伊
万
里

有
　
田

伊
万
里

有
　
田

伊
万
里

有
　
田

伊
万
里

有
　
田

伊
万
里

有
　
田

伊
万
里

有
　
田

伊
万
里

有
　
田

伊
万
里

有
　
田

伊
万
里

有
　
田

出動
件数

12 6 7 1 7 6 39

救助
人員

2 3 4 1 4 5 19

出動
件数

25 10 3 1 3 1 8 3 54

救助
人員

12 6 1 1 5 3 28

出動
件数

14 4 2 1 1 2 11 6 41

救助
人員

9 3 2 3 2 6 6 31

出動
件数

14 1 3 2 1 1 6 2 30

救助
人員

10 2 2 5 1 5 3 28

出動
件数

1 12 3 1 1 2 9 5 34

救助
人員

1 7 1 1 1 6 8 25

出動
件数

1 77 25 16 3 3 2 8 1 41 22 198

救助
人員

1 40 15 9 3 8 4 26 25 131

※　出動件数とは、消防機関が救助活動を行う目的で出動した件数をいう。
※　救助人員とは、救助出動し実際に救助した人数をいう。
※　その他の事故でその他管外に出動した１件（１名）については、R２の有田地区に含む。

事
故
種
別

建
物
火
災

建
物
以
外
火
災

交
通
事
故

水
難
事
故

風
水
害
等
自
然
災
害

機
械
に
よ
る
事
故

建
物
等
に
よ
る
事
故

ガ
ス
及
び
酸
欠
事
故

R1

R2

計

　（第Ⅲ-1表及び第Ⅲ-2表参照）

破
裂
事
故

そ
の
他
の
事
故

合

計

H28

H29

H30
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